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年頭のご挨拶 
城南地区まちづくり協議会 会長 松尾与史彦 

あけましておめでとうございます。 

日頃、自治会長様始め各種団体、地域の皆様には、まち協の諸活動に 

ご協力頂いていますことに感謝申し上げます。 

城南地区まち協で掲げている３本柱、① 子育て支援 ② 農業の振興 ③ お年寄りの居場所づくり、

また、他地区で活発に行っている活動事例の多くが戦前から実施していたことに気付きます。 

当時の地域コミュニティーがやっていたことが、長い間に年齢構成の変化、価値観の多様化、経

済重視の社会等が重なり、やらなくなったり、変質したと思われます。 

これからのまち協の取り組みも決して新しいことがある訳ではなく、むしろおじいさんやおばあさん

達がやっていたことから多くのヒントがあるのではと思います。 

現在、まち協開発部では、将来、産業振興農業部等への継続した事業となるよう、一旦撤去が決

まっていた旧保育園跡を農産品の加工場として企画・検討しています。 

昔は各家の味噌部屋では漬物、味噌、醤油は勿論、色々な保存食が工夫され作られていたよう

です。この食品加工の取り組みは謂わば「地域の味噌部屋」を目指す事業です。 

課題は沢山あり、歩みは遅くとも先人の知恵を辿りながら、一方、安全安心に向けての新しい情

報は共に学び合い、夢の実現に向け皆様方のご協力をお願いいたします。 

この事業始め、今年もまち協の諸活動にご協力賜りますよう重ねてお願い申し上げます。 

 

 

城南地区まちづくり懇談会開催のお知らせ 
 

日時：  １月１７日（土）１３：３０0～ 

場所：  コミセン城南会館 2F 大会議室 

テーマ： 城南地区活性化拠点としての食品加工所 

旧くすのきクラブ（城南保育園）跡地活用として食品加工所を開設予定です。農産物の

商品化から販売の拠点としてどのように活用していくか計画をお話しします。 
 

 

文化祭、秋の収穫祭                             １１月１５日（土） 
 

昨年までの文化部の「サークル活動発表会」と産業振興農業部の「農産品品評会」を、今年度は

「文化祭」「秋の収穫祭」と名称を変更し、さらに内容も充実し、１１月１５日城南小学校体育館で開

催されました。
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文化祭では、日頃練習を積んだ民謡、三味線、カラオケ等のサークル活動の成果の熱演のほか

に、特別出演としてみつばちグループによる「民話の人形劇」、神戸大学モダンドンチキの「ちんど

ん屋」、成徳ふれあいのまちづくり協議会会員の「マジックショー」そしてトリは丹波篠山楽空間によ

る「よさこいソーラン」でおおいに盛り上がりました。 

収穫祭では、品評の部として地元特産の山の芋と黒大豆枝の品評、表彰があり、プロの腕を競わ

れました。また、販売の部では農産物や加工品、手芸作品、木工品、リサイクル用品などの販売が

行われました。 

さらに、今回は、サムライ・ジーンズのご協力により来場者にぜんざいを振る舞うなど趣向を凝らし

た結果、例年に比べにぎやかな催しになりました。 

なお、品評の部で表彰を受けられた方は以下のとおり。（敬称略） 

 ＪＡ丹南支店長賞 自治会長会会長賞 まち協会長賞 

山の芋の部 佐圓 茂雄 松尾 与史彦 溝畑 賢 

黒大豆枝の部 岸本 康宏 岸本 一彦 中西 敬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三世代交流グランドゴルフ大会                               11 月 8 日（土） 

秋晴れの空のもと、地域交流イベントとして 

「三世代交流グランドゴルフ大会」が開催されました。 

子ども、父母世代、祖父母世代、総勢５０名が８つの 

チームに分かれ、城南小学校グラウンドに多くの笑い 

声があふれていました。 

子どもと父母世代のほとんどが未経験でしたが、 

各チームとも祖父母世代りから丁寧に教えていただき 

ながらゲームが進んでいきました。祖父母世代のさ 

すがの打球音とまっすぐのびるボールに「おー！」 

「すごい！！」と歓声。祖父母世代に支えられ嬉しそう 

な子どもたちの姿、次第にホールポストを目指す目が 

真剣になる父母世代、応援し合う声。みんなどんどん 

上達し、ホールインワンも飛び出しました！ 

最後に参加賞と豪華景品を受け取り記念撮影。 

ゴルフのコツはもちろん、城南 OB の祖父母世代から 

はプレーの待ち時間に昔の城南小学校のお話もうかが 



 

3 
 

えたりと、楽しい雰囲気の中、貴重な三世代交流ができました。 

企画、運営にご尽力いただいた皆様に心から感謝いたします。 

 

お宝ウォーキング                                １０月２６日（日） 

城南まち協体育部の主催で小枕地区のお宝を巡るウォーキング会が開催されました。午後より子

どもと大人あわせて４１名がコミセン前を出発し、秋のとりいれの終わった農道をぶらぶら・・・３０分 

かかって小枕春日神社に到着、地元のお年寄りから神社へのお参りの仕方や神社の歴史について

説明していただきました。社務所へ移動して神社総代の方々の配慮により地名の由来になった秘

蔵品（義経の鞍）を特別に公開、説明していただきました。 

つづいて、「お楽しみ宝探し」となりました。あらかじめ神社境内にセットされた「お宝カード」を探

し「わあ～三ツ星や！」「ぼくは一ツ星！」それぞれ景品のお菓子セットを受け取りました。天候に恵

まれ楽しい一日でした。お世話していただいた「おじさん方」ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

城南地区体育大会、リサイクルバザー 

９月２１日数日前の天気予報とは打って変わり、 

素晴らしい快晴の下、来賓に酒井市長をお迎えし、 

恒例の城南地区体育大会が開催されました。リサイ 

クルバザーも共催で、地区挙げての行事で今年度も 

多くの参加をみました。 

熱戦が繰り広げられ、和気あいあいの大会になり 

ました。事前の練習の成果が現れ、宇土チームが 

見事総合優勝を果たしました。 

今年度は、文化部の事業として、地元民謡の 

指導者や小学校の協力のもと、６０数年前の先人の 

思いを伝える語りと共に「城南音頭」の音源を刷新し 

披露することができました。 

歌に合わせて、身振り手振りの踊りの輪が出来、 

年々輪が大きくなればと願っています。恒例のリサイ 

クルバザーでは、住民各位から拠出いただいた日用 
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雑貨等が飛ぶように売れ、活況を呈しました。売上金はまち協活動の貴重な財源として使われま

す。 

両事業の運営にご協力いただいた関係各位に厚くお礼申しあげます。 

なお、体育大会の成績は以下のとおり。 

 総合 綱引き メドレーリレー 紅白玉入れ 

優勝 宇土 野中 真南条上 谷山 

準優勝 真南条上 北 宇土 岩崎 

第三位 谷山 小枕 リバーサイド野中 真南条中 

 

 

まち・むら交流 ｢成徳米｣収穫祭              9 月 13 日(土) 

成徳ふれまちの皆さん６０名余をむかえての稲刈りの行事が抜けるような秋晴れの下に、

真南条上営農組合の田んぼで行われました。昔ながらの鎌で稲を刈り取り、足踏み脱穀機や

"千歯こき"などの昔の農具の展示とこれらを使った作業なども子供たちは興味深く体験し

ました。 

その後、会場を岩崎公民館に移して昼食会です。城南のお母さん方、一部成徳のお母さん

方にも手伝っていただきながら、栗ご飯など 3種類のおにぎりや地元の食材をフルに使用し

たてんぷらなど心づくしの料理です。スタッフも含めて約８０名の大昼食会となりました。 

午後の行事は、サツマイモ掘りです。一部城南児童クラブの児童も参加し、岩崎マコモ会

の畑などで小さなシャベルを持って挑戦し、大きなイモを掘り当てる度に歓声が上がりまし

た。 

アッという間に予定の時間になり掘ったお芋をお土産に、午後３時ごろ成徳へ向けての帰

路につかれました。 

子供たちにとって良い思い出になればと願っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


